
事　務　連　絡
平成28年10月 7日
都県試験研究機関　野菜主任　殿
関東東海北陸農業試験研究推進会議
野菜部会事務局
　　　　　　   　　　　 　　
平成28年度関東東海北陸農業試験研究推進会議野菜部会の開催について

  日頃から当地域野菜研究の推進にご協力をいただき、誠に有難うございます。
　中央農研よりご案内申し上げておりますように、平成28年11月17日～18日に平成28年度関東東海北陸農業試験研究推進会議野菜部会を開催いたします。
　つきましては、資料作成要領等について、下記のようにお知らせいたします。
貴職におかれましては、それぞれの都県内の関係者にご周知いただくとともに、関係資料などをとりまとめのうえ、下記事務局あてご提出いただきますようお願い申し上げます。
なお、これらの文書は中央農研のホームページ「研究交流の広場http://www.naro.affrc.go.jp/narc/kenkyu_koryu/index.html」からもご覧いただけるようになります。　

　締切り：別紙３資料作成要領及び提出方法に記載
なお、宿泊は各自で手配願います


　ご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせ下さい。
       
野菜部会事務局：野菜花き研究部門　企画管理部
　企画連携室　企画チーム長　松永明子
Tel：029-838-6606、FAX：029-838-6673
E-mail：kthy-jimu@ml.affrc.go.jp 





別紙２
  

平成27年度　関東東海北陸農業試験研究推進会議
野菜部会　議事次第


日時：平成25年11月17日（木）13:00～18日（金）12:00
場所：農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター 展示会議室

【11月17日（木）】
１．開会	13:00

２．部会長挨拶（野菜花き研究部門　野菜生産システム研究領域長）	13:00～13:10

３．情勢報告  農政局、農林水産省、技術会議事務局	13:10～13:30

４．議事
　１）都県・国立研究開発法人の研究成果の相互の紹介	13:30～15:30
（部会としての「イチオシ」成果を検討）
　２）最新農業技術・品種2018の推薦候補の検討	15:45～16:30

３）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた	16:30～17:00
国が推進すべき技術的課題に関する検討

【11月27日（金）】
３）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた	 9:00～10:15
国が推進すべき技術的課題に関する検討（続き）
４）研究プロジェクト等の情報交換　　　　　　　　　　　　　　　10:30～11:15

５）総合討論、その他（今後の運営方法等）　　　 　　　　　　  11:15～11:55

５．閉会　                                                     12:00

６．その他
１）情報交換会：11月17日（木）18:00～20:00
　　ホテルグランド東雲　茨城県つくば市小野崎４８８－１
5,000円（税込、会議受付にて当日徴収します）


別紙３

平成28年度 関東東海北陸・野菜部会の資料作成要領及び提出方法

１．資料の種類、記載様式と提出方法など
  ・会議用資料は下の表に示す３種類です。
・資料は全てＡ４版片面刷りとし、それぞれｐｄｆファイルで提出下さい。
  ・資料はメールの添付ファイルで事務局あてに（下表を参照）提出して下さい。

資料等の種類と記載様式・提出先・提出期限
	資料等名
	記載様式
	提出期限

	0. 会議・情報交換会出席申込書
	様式0
	11月1日

	1. 都県・国立研究開発法人の
研究成果

	都県については様式自由、Ａ４版、
１成果につき２ページ程度、

	11月11日



	2. 最新農業技術・品種2018の推薦候補
	最新農業技術・品種2017様式２
	11月11日


	3. 分野における研究情勢

	様式自由、Ａ４版１～２ページ程度

	11月11日


	4. その他要望事項等
	様式自由、Ａ４版１ページ
	11月11日




提出・問合せ先：関東東海北陸野菜部会事務局　( kthy-jimu@ml.affrc.go.jp )

２．資料作成要領
　１）都県・国立研究開発法人の研究成果
①国立研究開発法人機関については、成果の内容に応じて、旧成果情報様式１（前中期における研究成果情報に相当するもの）および様式２（前中期における普及成果情報に相当するもの）で作成下さい。なお、本様式は今年度推進会議限りの便宜上のものであること承知おき下さい。
都県については様式自由（各都県で生産者あるいは普及指導員に研究成果を説明する独自資料があれば、その様式で構いません）ですが、本様式を使って頂いても結構です。
  　②内容については、
・今年度の研究成果（様式１）
・昨年度の推進会議時にはまだ試験中で研究成果情報として提出していないもの（様式１）
・これまでに提出した成果情報でその後の普及活動である程度の普及実績のあるもの、あるいは普及の目処がついたもの（様式２）
等、を対象とします。
　　③提案数は制限しませんが、会議席上での紹介は各都県１課題とさせていただく場合があります。
　２）最新農業技術・品種2018の推薦候補
（「最新農業技術・品種２０１７」の選定候補技術様式(1-2)）
　過去に提出した成果情報なども含め、「新品種・新技術の開発・保護・普及の方針（※）」に基づき、とりわけ、複数の都道府県での現場への導入が期待されるもの（前項、１）の研究成果との重複提出も可とします）。
※ 概要版 http://www.maff.go.jp/j/kanbo/saisei/honbu/pdf/00gaiyou.pdf
　
　３）分野における研究情勢（様式自由）
　　都県におけるトピック的なもの、例えば、
　　　・今年度新たに獲得した競争的資金による研究課題・内容、
　　　・今年度新たに開始した研究課題・内容、
　　　・今年度発生した野菜の生産・流通上における問題点等。
　４）その他要望事項（様式自由）
[bookmark: _GoBack]     　関東東海北陸農業試験研究推進会議の他部会、あるいは、野菜花き研究部門試験研究推進会議等への要望事項があればご提出下さい。

